
・台風（大雨・強風）被害防止に向けた技術対策

・農作業中の熱中症に注意！

植物検疫について

作物に大きな被害を与える害虫のまん延を防止するため、沖縄県、奄美諸島、
トカラ列島、小笠原諸島の一部地域からサツマイモ、エンサイ、カンキツ苗木
などの植物の持ち出しが規制されています。病害虫のまん延防止にご協力くだ
さい。

●　内　容

・植物検疫について

・垂水市森林炭素マイレージ交付金制度について

・農薬の適正使用について

・ジャンボタニシの被害防止対策について

・養豚農家のみなさまへ―豚熱（CSF）の侵入を防ぎましょう！！

垂 水 市 農 林 技 術 協 会 だ よ り

第５号：令和６年８月１日発行
発 行 ・ 事 務 局 ： 垂水市農林課

問 合 せ 先 ： 32-1224（直通）

回覧

農林技術協会だよりは市のホーム

ページでも掲載しています→

垂水市公式 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ

＼ 友 だ ち 募 集 中 ！ ／

詳しくはこちらから

農林水産省

植物検疫所

お土産に

要注意！
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森林炭素マイレージ交付金の対象住宅(以下のすべてに該当する住宅が対象です)

 ①“かごしま材”の使用量が１０㎥以上の木造住宅

 ②“かごしま緑の工務店”が本市に建築した住居用の木造新築住宅

 ③  申請の前年度又は当年度に完成した木造住宅

（１）認 証 申 請  …
鹿児島県 森林経営課 に対し、建築主・かごしま緑
の工務店からＣＯ₂固定量認証申請を行う。

（２）交付金申請  …
垂水市 農林課 林務耕地係 に、必要書類を揃えマ
イレージ交付金交付申請を行う。

次ページへ続く

　一定の要件を満たす新築住宅を購入された方は、垂水市森林炭素マイレージ
交付金が支給されます。

　県では、「かごしま緑の工務店」に登録された事業者が、かごしま材を使用し
て建築した住宅を「かごしま木の家」として認証し、ＣＯ₂固定による環境貢献
度を見える化し、かごしま材の利用促進を図ることとしています。
　本市では「垂水市森林炭素マイレージ交付金」として、認証されたＣＯ₂固定
量に応じて交付金を支給します。

◎

◎ 森林炭素マイレージ交付金の手続きの流れ

垂水市森林炭素マイレージ交付金制度について

※かごしま材とは、

県内の森林から生産さ

れ、県内の製材所等で

加工された材のことで

す。

※かごしま緑の

工務店とは、地域の

木材（かごしま材）を

使って、積極的に家づ

くりに取り組む工務店

等で、県に登録されて

いる事業者です。

木の家は第２の森林です！
木は大気中から二酸化炭素

（炭素）を取り込みます

木材となっても炭素は閉じ

込められたままです

ＣＯ₂固定の仕組み
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 ⑤ その他必要に応じて添付するもの

（カタログ、位置図、図面、写真等）

詳しくは市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをご覧ください

ＣＯ₂固定量認証申請制度に関する
問合せ先

  ◇鹿児島県環境林務部
     森林経営課計画指導係

　  〒890-8577
　  鹿児島市鴨池新町１０番１号
　 （鹿児島県庁行政庁舎１３Ｆ）

　  電 話：099-286-3360
     FAX：099-286-5609

      電 話：0994-32-1111
　　（内線：200、242）

     〒891-2192
     垂水市上町１１４番地
    （本庁舎２Ｆ）

  ◇垂水市農林課林務耕地係

◎ 市への交付金交付申請に必要な書類

 ① 交付金交付申請書

 ② 実績報告書

 ③ 収支精算書

 ④ 認証書の写し

垂水市森林炭素マイレージ交付金制度について（続き）
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農薬の適正使用について

飛散による被害が、周辺の耕作者とのトラブルになるケースも報告されていま
す。農薬の使用に伴う事故・被害を防止するため、以下の啓発事項を参考に農
薬は正しく使用しましょう。

内容

農林水産省のホームページから、より詳しい情報を入手できます→
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ジャンボタニシについて（正式名称：スクミリンゴガイ）

養豚農家のみなさまへ
―豚熱（CSF）の侵入を防ぎましょう！！―

　平成30年9月以降、野生イノシシによる陽性確認地域は拡大しています。
下記を参考に農場の防疫対策に取り組みましょう。

　ジャンボタニシは、草や用水路の壁に赤い卵を約2～3カ月で数千個産み

ます。卵は、約2週間でふ化し、約２カ月で殻高は約1～3ｃｍ以上の成虫

になり、やわらかい草や水稲の苗（田植え後3週間程度まで）を食べま

す。寒さには弱く、大きな成虫は土にもぐるのが下手なため、冬期はほと

んど死んでしまいます。小さな成虫は越冬し、春にまた活動することもあ

ります。

◆ 発生予防対策・発生後の対策

・秋～春期に貝、卵の一斉捕殺・除去を行い、
　休耕地の耕耘を行う。

・取水口に進入防止用の網を張る。

・発生した場合、貝、卵の一斉捕殺・除去を行う。

ジャンボタニシの被害防止対策について

　発生地域で使用した田植機やトラクターに貝が土ごと付着して未発生地域に

運ばれることもありますので、機械を移動する場合は、確実に土を落とすなど

の対策をしてください。

◆
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■

■

3. べた掛け資材は、直ちに除去する。

4. 茎葉の折損部からの病害侵入を防ぐため、直ちに殺菌剤の散布を行
う。また、草勢の回復を図るため、葉面散布または化成肥料による追
肥を行う。

農水省HP

　農林水産省では、農業者の皆さまに豪雨や台風等の風水害
に備えるための予防減災情報を発信しています。災害時は、
命を守る行動をとっていただくことを最優先としつつ、気象
情報の確認、清掃・点検・補修等を実践し、豪雨や台風襲来
に備えましょう！

事後対策

（露地・施設）

1. 所有している農地を確認し、異常がないか点検する。ハウスに異常が
あった場合は、早急に修繕を行う。

2. 台風通過後、速やかに排水を行う。特に高温期は、長時間滞水しない
ように注意する。

3. 停電が発生した場合に備え、天窓・側窓の手動換気やカーテンの手動
開閉について手順を確認し、操作器具や足場を準備しておく。

4. 飛来物による被覆材の損傷を防ぐため、ハウス周辺の清掃を行う。

5. 倒壊の危険がある強風が予想されるときは、被覆材を除去しておく。

4. 豆類、かぼちゃ、葉根菜類等は、可能であればべた掛け資材で被覆す
る。

（施設）

1. 谷樋や柱等の腐食・サビ、留め金具の緩み、被覆材や出入り口等を点
検し、必要な補修を行う。斜材等を設置し、構造強化を行う。

2. ハウス周辺の地面は、雨水の滞留やハウス内侵入を防ぐよう整備す
る。谷樋、縦樋及び排水溝は雨水を速やかに排水できるよう清掃す
る。

（露地）

1. 排水路等を点検・整備し、長時間の冠水、滞水防止に努める。

2. 防風垣、防風ネット等の補強を行い、強風による被害を最小限に食い
止める。特に風圧のかかる両端は重点的に補強する。

3. 収穫期に近い野菜等は、収穫する。

台風（大雨・強風）被害防止に向けた技術対策

　台風シーズンは、こまめに気象情報を確認し、日頃からの点検・保守管理を実施し
てください。台風襲来前には、下記を参考に被害防止に努めましょう。

事前対策
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※熱中症の予防には、「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です！

農作業中の熱中症に注意！

梅雨明け以降の急激な気温上昇により、農作業中の熱中症による健康被害の危
険性が極めて高くなると予測されます。危険な暑さから自分と自分の周りの人
の命を守ってください！！

〇農作業中の熱中症対策について・・・
体が暑さに慣れていない、６月や梅雨の晴れ間などの時期から、農作業中の熱
中症による被害が増えてきます。熱中症は正しい知識を身につけることで、適
切に予防することが可能です。

農水省ホームページの熱中症対策情報はこちら→

熱中症対策をチェック
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